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「老後 2,000 万円問題」で改めて退職金

制度に注目？ 

 

◇若者の間で資産形成への関心高まる 

人生 100 年時代を迎え、退職後の収入が

公的年金だけでは、老後資金が 2,000 万円不

足するという、いわゆる「老後 2,000 万円問

題」が大きく取り上げられたことで、自分の

老後のお金に関心を持つ若者が増え、証券会

社の開催する投資セミナーに多くの人が集

まっているそうです。 

 

◇日本人の５割超が現在の資産や貯蓄に不

満足？ 

内閣府が 8 月 30 日に公表した 2019 年度

の「国民生活に関する世論調査」結果によれ

ば、現在の資産や貯蓄について「不満」「や

や不満」と答えた人の割合は計 54.3%で、前

年より 2.1 ポイント増えました。 

一方、現在の所得や収入に「不満」「やや

不満」は 0.8 ポイント減の計 45.6%で、所得

や収入については３年連続で「満足派」が

「不満派」を上回る結果となっています。 

 内閣府政府広報室によると、資産や貯蓄に

関する不満が高まった理由に、「老後 2,000

万円問題」が影響した可能性はあるというこ

とです。 

 

◇個人型確定拠出年金の制度見直しで「安

心」をアピール？ 

 そうしたなか、厚生労働省の社会保障審議

会企業年金・個人年金部会で検討された、個

人型確定拠出年金（以下、「iDeCo」という）

の制度見直し案にも関心が高まっています。 

同部会では、すべての会社員が iDeCo に

加入できるようにするとともに、現在の 60

歳から 65 歳へと加入可能年齢を引き上げる

等の見直しを含む改正法案を、来年の通常国

会に提出することを目指すとしています。 

 

◇iDeCo を活用した退職金制度で、若者の

採用・定着を目指す 

公的年金の所得代替率が現役世代の５割

程度となることを目標として公的年金制度が

運用される以上、ビジネスパーソンが老後資

産の形成のため何らかの自助努力をすること

は、もはや不可欠です。 

上記の制度見直しでは、iDeCo のみに限ら

ず企業型確定拠出年金についても、企業の事

務負担を軽減したり導入のハードルをより低

くしたりする等が検討されています。 

 現在、従業員数 300 人以下の中小企業で一

時金や年金のかたちで退職給付を支給する企

業の割合が年々下がっていますので、こうし

た見直しを機に従業員の資産形成を支援する

仕組みを導入し、若者に長く安定して働いて

もらえる会社という魅力をアピールできるよ

うにしてみてはいかがでしょうか。 
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働く人の睡眠問題～睡眠不足は生産性

を低下させる？ 

 

◇９月は健康増進普及月間です 

厚生労働省は、９月を「健康増進普及月間」

と定め、生活習慣の改善の重要性について国

民１人ひとりの理解を深め、さらにその健康

づくりの実践を促進するためとして、啓発普

及活動を全国的に行っています。今年は「睡

眠」をテーマに、「睡眠啓発イベント」も開

催するようです。労働者の睡眠・休養の問題

は、個人の健康のみならず、会社の生産性に

も影響を与えるものとして無視できないもの

です。 

 

◇日本人の睡眠時間は世界的にも短い 

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）による 2018

年の国際比較調査によれば、加盟国中、日本

は最も睡眠時間が短いそうです。ＯＥＣＤ平

均が８時間 25 分である一方、日本は７時間

22 分と１時間も短いという結果となってい

ます。 

また、厚生労働省が 2016 年に公表した「国

民健康・栄養調査」の結果では、１日の平均

睡眠時間は、男女とも「６時間以上７時間未

満」とする割合が最も多く、６時間未満とい

う者の割合が年々増加していることが指摘さ

れています。 

 

◇睡眠不足によって生産性やメンタル異常

を感じる人は 80％以上 

睡眠・体内時計ベンチャーの株式会社Ｏ：

（オー）が、企業向け睡眠支援サービスＯ：

ＳＬＥＥＰから取得した客観的睡眠データを

元に行った日本人の睡眠時間の不足の実態調

査によると、睡眠に対して不満を持っている

のは全体の約７割で、睡眠不足による生産性

の低下やメンタル異常を感じる人も、割合は

いずれも全体の約 85％という結果が出たそ

うです。 

 

◇職場ぐるみの取組みが求められる 

厚生労働省は、睡眠分野における国民の健

康づくりのための取組みとして、「健康づく

りのための睡眠指針」というものを策定して

います。そのなかでも、睡眠不足による作業

効率の低下が指摘されており、睡眠時間確保

のための職場ぐるみの取組みが大切であると

述べています。最近では、社内に昼寝スペー

スを設けたり、睡眠に関する社内研修を実施

したりするなど、「睡眠・休養」をテーマに

生産性向上や働き方改革に取り組む企業も増

えています。忙しい職場ですぐに対策を講じ

ることは難しいかもしれませんが、生産性の

向上という観点から、睡眠・休養への取組み

を検討してみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   当事務所よりひと言 

 

今月号もお読みいただき、事務所便

りＷＥＢ版をご覧いただき、ありがと

うございました。 

    今月号では睡眠のことを取り上げま

したが、正直私も睡眠不足です。 

    ただ、でき得る範囲ではありますが、

短時間でも昼寝をして調整すること

もありますよ。 


